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所の一つでもあるこの市役所 (Rathaus)内の議会場、会議室などを助役が案内してくれたが、
長い歴史を感じる見事な中世の建物内部であった。市長に別れを告げ、霧雨のあがった町へ出
た。午後はリューベック観光に費やし、同行した家内に町のあちこちを説明し、夕刻ふたたび
汽車でハンブルクへ帰った。
5.統一後のドイツ
今回私は西ドイツ各地のほか、旧東ドイツでは会議の開かれたハレ、ライプチヒその他を訪
ね、統一後の変化を見たり、各地の同業の大学教授や家族、友人たちといろいろと話す機会を
持った。私の予想に反し、ハレは相変わらず挨っぽく、建物も汚れたまま、空気は煙臭いなど、
15年前と殆ど変わりなかった。ライプチヒも 5年前と大して変わったようではなかった。人々
は統一後の期待が大きかっただけに、現状に対する失望も大きく、失業率も増え、物価上昇に
伴わない給与など不満が大きくなりつつあるようであった。
他方、旧西ドイツでは、旧東援助や難民問題などのため、税金が上がり、ここでも不満が大
きくなりつつあるとのことであった。たとえば、私の友人たちは、大学における研究費や旅費
が大幅に削減され、どうして研究を続ければよいか判らない、と嘆いていた。また、旧東は西
にとってお荷物以外の何物でもないとはっきりいう人もいた。こうして旧東西の人々の相互不
信がどんどんと顕在化しつつあるようで、今後のドイツは問題山積という印象を持った。
40年余り住んできた茨木市に何らかの奉仕ができれば、とこの役目をお引き受けしたものの、
果たしてお役に立ったかどうか心許ないが、私としては思いがけず貴重な体験をさせて頂いた。
茨木市が今後、リューベックの友好都市として恥ずかしくない国際感覚を身につける努力を払
うことを期待する。 (IBARAKINo. 449 : 23 -25、1993)
6.歴史、人物
「ステファン・ヘイルズの墓の修復」
去る 1982年 10月、当時の藤茂宏会長のもとにカリフォルニア大学の EricT. Pengelley教
授から手紙が届いた。実験植物学の創始者といわれるイギリスの StephenHalesの墓を修復す
るという計画に賛同して拠金してほしいというものであった。 Pengelley教授は目標総額とし
て6，000ドルを見込み、このうち 4、000ドルはアメリカ植物生理学会が出すべく努力中であり、
ある個人が 100ドル出した、と書いてきた。そして日本植物生理学会は 500ドル程度拠金して
もらえればありがたい、とあった。
藤茂会長はこのことを常任評議員会にはかった。拠金に応じる必要がない、というものから、
国力と学会の財力からみてかなりの額を出すべきだ、というものまでいろいろな議論が出され
たが、結局、本学会としては 1，000ドル拠出することにきめ、その年の 12月に藤茂会長は
Pengelley教授にその旨返事をした。現在の円高と違い、当時の金額として日本円で約 30万円
くらいであった。このことは 1983年の評議員会で報告された。
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それから約3年半後、 Halesの墓が完成し 1986年6月に除幕式を行うので出席してほしい、
という招待が本学会に届いた。このことは瀧本敦現会長によって常任評議員会および評議員会
において披露されたとおりである。この事業を助けたイギリス側の一人、 WyeCollegeのA.H.
Sykes博士から私も新しい墓についての資料をもらった。 St.Marg's Churchの塔の床に新し
い墓石が再建された。
この再建事業に協力したのは、上記 2学会のほか、カナダ植物学会、カナダ植物生理学会、
国際植物生理学連合 (IAPP)，スカンデイナピア植物生理学会、などのほか、イギリス王立協会
など多くの団体の名があげられている。
Halesは1727年、“VegetableStaticks (植物静力学)"を著したように、植物の水液通導を
物理化学的に取り扱った。彼の行った研究についてはあとでのべることにし、 Hales の経歴を
まず紹介しておきたい。 StephenHalesは 1677年、 Kent州 Bekesbourneで生まれた。
Thomas Halesの第5子であった。家庭教師について初等教育を受けたのち 1696年 19歳のと
き、ケンブリッジの CorpusChristi Collegeで神学を学んで 1702年卒業、 1709年に聖職者の
資格を授けられてMiddlesex州Teddingtonの終身教区司祭 (PerpetualCuracy)に任命され、
生涯その職にあった。その問、教区教会の再建や村への給水設備などの地区における仕事に携
わる傍ら研究活動を行った。又、 1733年、オックスフォード大学から神学博士の学位を授けら
れた。
Halesの科学的実験への関心はそのケンブリッジ時代からめばえていたようで、その最初の研
究、すなわち植物水液に対する日光照射の影響に関する論文はRoyalSocietyで1719年発表さ
れ、やがて Halesはその Fellowに選ばれた。 1761年 84歳で亡くなるまで、およそ以下のよ
うな研究を行った。
(1)根から吸収し、葉から蒸散する水液量の測定。
ヒマワリの鉢植えを用い、鉛板で囲んだうえ、管を通して水を供給することによって条件
を一定にし、重さの変化をしらべた。その結果、暑い日の日中 12時間に蒸散する水の量は 1ポ
ンド 14オンス (=30オンス) (1ポンドは約 453.6グラム)であった。又、暑い乾燥した夜に
は、それは 3オンスしかなかった。
(2)植物体の面積から蒸散速度の計算
既知の大きさの金網の目を数えて植物体の面積を測定した。その結果、葉の全面積は 5，616
平方インチ (1インチは 25.4mm)、茎の断面積は 1平方インチ、根の全面積 2，286平方インチ
(全長 1、448フィート)と計算した。そうして、 12時間に葉から 34立方インチの水が蒸散す
ることがわかり、水が上昇する速度は 12時間で 34インチということになる。これらの計算か
ら植物を人間と体重を基礎に比較すると、植物は人間より 17倍もの水を吸収し、排出すると結
論した。
(3)吸水力を測定しようと試みた
若いリンゴの木の切り口にパイプをつなぎ、水銀柱にパイプを挿入して水銀の上昇をみたと
ころ、 7分間で水銀が12インチ上昇した。
(4)根圧を測定した
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春まだ葉の出る前のブドウの茎を地表近くで切断し、マノメーターで液の溢泌する圧力、す
なわち根圧を測定した。 4月の測定では水銀柱 32.5インチの根圧であった。この値は馬の動脈
の血圧の 5倍、犬のそれの 7倍であったという。
Halesの研究上の発想は Harveyの血流の研究からヒントを得たといわれるが、たしかに、
植物を動物とアナロガスに考えている。しかし、その研究は実に定量的で、ある。おそらくこの
パイオニア的そして植物生理学的研究が後世の人たちに評価されたのであろう。アメリカ植物
生理学会には 8tephanHales Prize が50数年前からもうけられている。(日本植物生理学会通
信 39: 4-7、1986)
「植物生理学のニ大先駆者j
1.植物生理学の先駆者
現代植物生理学の創始者はザックス (Juli us 8achs)であると一般に考えられている。彼はヘ
ーゲルやゲーテの影響を受けていた当時の自然哲学的な植物学にあらゆる種類の実験的な性格
を与え、植物生理学という新しい分野を確立した。その弟子であるベッファー (WilhelmPfeffer) 
はこの学問を生気論から完全に脱却せしめ、植物の生理現象が物理学的に理解できると信じて、
これを近代科学として発展させた最大の功労者であろう。
筆者は数年前、ポストドクトラルフエローとしてスウェーデン、ルンド大学植物学教室のプ
ルストレーム (H.Burst凶m)教授のもとにいたとき、筆者の専門分野である植物ホルモンの研
究の歴史に興味をもっていた。このため、ウェント (F.W. Went )が1928年、はじめてオー
キシンの存在を確かめたオランダのウトレヒト大学のほか、この分野の著名な研究者の研究室
を訪ねた。やがて筆者の興味はしだいに植物生理学全般の歴史に拡がりはじめた。清朝のヌル
ハチ(奴児合赤)発祥の地に育ち、少年時代から中国大陸やヨーロッパ大陸の歴史に興味をも
っていたためか、筆者は自分の専門分野の歴史についても何かとせんさくしたい欲望にしだい
に抗しきれなくなったように思える。
オーキシン研究のきっかけは 1880年のダーウイン (C.Darwin)の光屈性の実験にはじまる
といわれる。しかし、それより早く、植物におけるホルモンの存在を予言したのはザックスで
あったことを知り、筆者のザックスに対する興味はさらに大きくなった。そして、学会出席な
どの機会をとらえ、少しずつザックスに関する資料を集めてきた。今夏はライプチヒを訪れ、
ペファーの足跡のいくらかを追うことができたのは筆者にとってまったくの幸せであった。こ
の機会に両先駆者の横顔を紹介し、植物生理学の源流をさかのぼってみたい。
2.植物生理学の流れ
植物生理学は 1860年以後、主としてザックスにより“実験生理学"の段階に入った。その歴
史をさかのぼると、まず 16世紀にイタリア、ピサ大学のチェザルビーノ (A.Cesalpino， 1519 
-1603)によって人体の血流と比較した樹液通導の研究にはじまったといわれる。その後ベル
ギーのヘルモント (J.B. Helmont. 1577-1644)、そして英国のヘイルズ (8.Hales， 1677-
1761)、プリーストリー (J.Priestly， 1733-1804)、インゲンホウスり.Ingenhousz， 1730-
1799)、スイスのソシュール (N.T. de 8aussure， 1767-1845)、そしてドイツのリーピヒ (J.von 
